
主な肺がんの組織型とその特徴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

診療時間 

 
 

 
腫瘍マーカーとは、がんが産生する特殊な物質や、がん細胞に反応

して正常な細胞が産生する物質を指し、血液検査などで測定します。 

肺がんの主な腫瘍マーカーとしては、小細胞肺がんでは NSE と

ProGRP、非小細胞肺がんでは、CYFRA21-1、SCC抗原、CEA、SLX、CA125

が使われています。 

腫瘍マーカーというと、これでがんを見つけることができると誤解

されている方が多いと思いますが、現在腫瘍マーカーでがんの発見に

つながるのは、前立腺がんの PSA だけで、その他の腫瘍マーカーの

測定は、がんを発見するためではなく、これらの物質を測定すること

により、がんの進み具合いやがんの性質、治療効果などを調べる

ために行います。 
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